
5月 5日はこどもの日 
新年度が始まって 1か月ほどが経ち、新しい生活にも少しずつ慣れてきたころではないでしょうか。 

  

5月はこどもたちの成長を願うこどもの日と、端午の節句があります。 

元々５月５日は「端午の節句」で、男の子の健やかな成長や幸せを祈ってお祝いする日でした。 

 

 

 

 

子どもたちの健やかな成長と幸せを私たち保育士も願っています。 

 

外遊びの効果はすごい!? 
気温も暖かく、お休みの日は公園に出かけたり、外をお散歩したりと外遊びを楽しむご家庭も多い

のではないでしょうか。実は外遊びには、子どもの成長を促してくれる効果がたくさんあります。 

① 運動能力・基礎体力の向上 

 ジャンプをしたりボールを投げたり走ったり…様々な運動から筋肉の使い方を覚え、平衡感覚も鍛

えられます。また、適度な有酸素運動で心肺機能が向上することで持久力もアップ。危機回避能力や

空間認知能力も高まります。 

② 健やかな心を育む 

 思い切り動き回ることでストレスを発散させ、自立神経が整います。周囲の四季の変化を肌で感じ

ることもできる為、心も豊かになります。さらに、外遊びでは周りの子たちがやっている事に自分も挑

戦するという積極性が身につき、失敗しても次のどうすれば良いかを考えて行動するようになります。

できるようになった成功体験からは自己肯定感の高まりにつながります。 

③ コミュニケーション能力の向上 

 幼児期は親兄弟だけでなく、他の子と遊ぶことで社会性が育ちます。子ども同士が一緒に遊ぶ中で

ルールを守ったり、譲り合ったり、時には我慢をしたり。そのような経験が協調性や自制心、思いやり

の心やコミュニケーション能力を育てます。 

④ 知能の発達 

 太陽や風、植物の香りや感触などは幼児期の脳を発達させる五感への刺激に溢れています。特に前

頭前野への刺激が集中力向上に効果的です。また、かくれんぼなど勝敗が決まる遊びは考える力が育

ちます。「○○あるね」「何色かな？」など声をかけやりとりを楽しみながら脳の発達を促しましょう。 

 ぜひ、積極的に外遊びを取り入れ心身の発達に繋げてみてはいかがでしょうか。 

…こどもの日の始まり… 

１９４８年に、５月５日を「こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかるとともに、母に感謝する」 

お休みの日と決めてから、端午の節句の日がこどもの日になったそうです。そのため、本来は男の

子のための日でしたが、今では男女関係なくこどもたちみんなをお祝いするようになりました。ま

た、こどものお祝いだけではなく‘’お母さんに感謝する日‘’という意味も込められているそうで

す。 

 

 



 

食物アレルギーに気を付けよう 

「もう少しで離乳食がはじまります」や「離乳食はじめたばかりなんです」など保護者の方からお話

いただくことがあります。離乳食がはじまると、食物アレルギーを心配される方も多くいらっしゃると

思います。どんなことに気を付けたらよいのか？どのように対応したらよいのか？ 

そんな疑問についていくつか調べてみました☆ 

★食物アレルギーの原因食物 

乳児期（0歳）で発症しやすい原因食物…鶏卵、牛乳、小麦 

1，2歳で発症しやすい原因食物…鶏卵、魚卵類、牛乳、果物類 

その他ナッツ類、甲殻類、そば、魚類などがあげられます。 

★主な症状 

・皮膚…顔や首周りに発疹が出る、かゆみ、赤みなど。 

・粘膜…口の中やのどの違和感、イガイガ感、唇の腫れ、くしゃみ、鼻水、鼻づまり、目の充血、かゆみ、 

     まぶたの腫れなど。 

・消化器…嘔吐、下痢など。 

・呼吸器…咳、呼吸困難、喘息のようにゼーゼーする、声が変わるなど。 

・神経・循環器…頭痛、元気が無い、意識障害、脈が速いなど。 

※原因食物を食べてから 2時間以内に症状があらわれます。特に、食後 30分間は最も症状が 

出やすく、急激に悪化することがあるため、お昼寝中もきちんと観察を行なうことが大切です。 

★アレルギー症状が出た際の対応 

食後 2時間以内に顔が腫れたりじんましんが出る時は、かかりつけ医を受診しましょう。 

受診の際は①与えた食物 ②与えた時間 ③症状があらわれた時間 ④症状の特徴を説明できるよう

にしましょう。症状がすぐにおさまる場合もあるため、写真で撮れる症状は記録しておくとよいです。 

※ぐったりしている、呼吸が苦しそう、意識状態が悪い場合はすぐに救急車を呼びましょう! 

★離乳食をあげるうえで気を付ける事 

・初めて食べる食材は、赤ちゃんの機嫌が良いときに、新鮮なものを選び、よく加熱して、最初は少量

を与える。 

・症状が出た際にすぐに受診ができるよう、かかりつけ医が診療している曜日の日中に与える。 

・食物アレルギーの発症予防を目的として、離乳食の開始を遅らせるのはやめた方がよいそうです。 

ただし、湿疹などがある子どもは、食物アレルギーの発症リスクが高いことが知らされています。 

この場合はむやみに開始を遅らせるのではなく、医療機関を受診して皮膚症状の改善を行い、離乳食

の開始について相談しましょう。 

 

 離乳食が始まった際にはお子さまの体調の変化に十分気を付け、また皮膚の保湿を行うなど清潔を

心掛けながら、楽しく食事ができるといいですね。 

 


